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認定調査スキルアップちらし
令和８年４月号

特記事項に書かれている「●」について
ス

① 調査員が判断に迷ったとき

基本調査項目の定義にうまく当てはまらない場合等、判断に迷う際は、
各基本調査項目の定義等に基づき選択した上で、

対象者の具体的な状況（①介護の手間、②手間の出現頻度、③選
択に迷った状況等）と認定調査員の判断根拠等 を記載します。

調査員が「迷った」という事、その上でどう判断したかを特記事項に記入
することが大切です。

介護認定審査会は、特記事項等を用いて一次判定の修正・確定、二次判定
を行います。

（名古屋市）

「●」はどんな時つい
ているかご存知ですか。

① 調査員が判断に迷ったとき
② より頻回な状況で選択したとき
③ 適切な介助の方法で選択した時

本市では、下記①～③の項目に該当する場合「審査会で注目し確認してもらう」ため、
該当する項目の特記事項の文末に認定事務センターで「●」をつけています。

黒マルコ（黒マルちゃん）

審査会で調査員の選択が妥当かどうか、確認します。調査員の選択をバックアップする仕組みです。
①、②、③に当てはまる場合は、対象者固有の「介護の手間」が発生している場合があります。

定義に当てはまらな
いし、何を選択した
らいいんだろう⁈

point！

ポイントをお伝
えします。

スキルアップちゃん

「②より頻回な状況で選択したとき」、「③ 適切な介助の方法で選択したとき」は、裏面へ。



ス

point！

スキルアップちゃん

② より頻回な状況で選択したとき 認定調査員テキスト P24～参照

（例）２−2 移動

頻度選択肢
行われている介助
（不適切ではないとする）場面

トイレ７〜８回/日
食卓３回/日【介助されていない】杖や家具につかまりながら介助な

く移動する。
トイレ
食卓

1回/2日【一部介助】浴室までは段差や距離があり家族
が手引きをし移動している。浴室

① 場面ごとの具体的な介助の方法を聞きとる。
② 頻度を比較
③ より頻回な状況で選択：上記の場合は「介助されていない」
④ 場面ごとの介護の手間及び頻度は特記事項に記載する。

選択肢に反映されていない介護の手間は・・・
介護認定審査会の二次判定で検討されます。

①「不適切」と判
断した状況・理由
を具体的に記載
②調査員が考え
る適切な介助の
方法を記載

③ 適切な介助の方法で選択したとき

＊「実際の介助の方法」が不適切と判断したとき

「介助がされていない」状態や「実際に行われている介助」が対象

者にとって「不適切」と認定調査員が判断する場合は、その理由を

特記事項に記載した上で適切な介助の方法を選択し、介護認定審査

会に判断を仰ぐことができます。

認定調査員テキスト P23～介助の方法参照

特記事項の例 １－１０ 洗身

聞き取った状況独居。毎日入浴していて洗身もできていると本
人より聞き取る。

①不適切と判断し
た状況・理由

本人の髪や身体から臭いがあり洗身ができてい
ない様子がある。

②調査員が考える
適切な介助の方法

適切な介助の方法として、洗身時の声掛けや手
の届かないところを洗う介助が必要と判断し、
「一部介助」を選択する。

point！
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・ 調査対象者の心身の状態が安定している時に行う。

・ 調査日時は調査対象者、家族、実際の介護者と調整。
（可能な限り家族や施設職員等、調査対象者の日頃の
状況を把握している人に立会いを求める。）

認定調査の実施及び留意点
認定調査員テキスト2009（改訂版）P6～

スキルアップちゃん

適切な時期に認定調査を
行うようお願いします。

入院直後など、状況の落
ちついていない時に調査
を行っていませんか。

認定調査スキルアップちらし
令和８年５月号

１年に１回は、認定調査セルフチェックを行い
自分の認定調査を振り返りましょう。

認定調査チェック表 はこちらから

・ 調査場所は 日頃の状況を把握できる場所とする。
（日頃の状況を確認できる場所以外で調査を行う場
合は、明確な理由を特記事項に記載する。）

・ 「目に見える」「確認しうる」という事実によって調査を
行う。
（「能力」で評価する項目は、原則対象者に行ってもら
う。確認動作が行えなかった場合は、その理由や状況、
具体的な内容を特記事項に記入する。）

・ 調査依頼後できるだけ速やかに調査を実施し、調査
票を提出する。

確認動作等、すべての項目
を確認していることを対象
者・立会者に伝えましょう。

「対象者が正しく調査をし
てもらったと感じる」調査
をお願いします。

スキルアップちゃん

ス



5-3日常の意思決定 (能力）

その他の例テキストにある例区分

・公共交通機関の乗継
・一週間分の献立
・車の運転、運転免許更新
・住宅リフォーム
・投資
・友人との会食
・観劇
・文化センターなどの教室参加
・契約
・旅行の計画

・ケアプラン作成への参加
・ケアの方法・治療方針への合意
・冠婚葬祭式事、町内会行事への
参加検討

①特別な
場合の

意思決定

・二者択一・見たいテレビ番組
・その日の献立
・着る服の選択

②日常的な
状況の

意思決定

日常的な
状況

特別な
場合選択肢

〇〇１.できる（特別な場合でもできる）
〇×２.特別な場合を除いてできる
△×３.日常的に困難
××４.できない

1つの質問で
2つの事を
たずねている
項目

「特別な場合」でもできるのでは？特記事項の記載

ケアプラン作成の支援は、ケアマネジャー本
来の仕事なのでは

ケアプランの作成にはケアマネ
ジャーの支援が必要

相談した後に意思決定することは、普通の事
ではないか
最終的に決定しているのは誰か

介護保険の利用について、治療方
針の合意等は、家族と相談して決
めている

一人で病院受診している
（診察、検査、支払いに介助なし）

治療方針の合意等は、家族と相談
して決めている

調査の日程調整は対象者本人と行った介護保険の利用について、支援が
必要

自分で運転し一人で出かける（問題はない）特別な場合以外できる

薬の内服・金銭管理、「介助されていない」

買い物－必要なものを選び、支払いしている

「特別な場合以外できる」の選択で気になるもの

認定調査スキルアップちらし
令和８年６月号

ス
スキルアップちゃん

「３．日常的に困難」を選択した場合、
「二者択一はできる」等と記載されて
いることがありますが、どのような選
択をするのか等、具体的な内容まで、
ご記入ください。

調査時、確認し
ているのに記載
が漏れています。

注
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認定調査スキルアップちらし
令和８年８月号

スキルアップちゃん

5-６ 簡単な調理（介助の方法）
認定調査員テキスト P１４４～

（ Ｑ＆Ａ P171 問14、P175 問20 ）参照

経管栄養時、流動食のあた
ためなどを行っている場
合は、「レトルト食品の
加熱」に該当するとして、
介助の方法を評価します。

１ 「炊飯」、「弁当、惣菜、レトルト食品、冷凍食品の加熱」、「即席めん
の調理」のうち、対象者に実際に発生している行為を特定する。

２ 特定した行為を誰がどのくらいの頻度で行っているかを確認する。

３ 調査日より概ね過去１週間の状況において、より頻回に見られる
状況や、日頃の状況で選択する。

１「介助されていない」
◆パックごはん、配食弁当の加熱は自己に
て行う。炊飯、即席めんの調理は行われい
ない。
◆娘が炊飯、惣菜の調理をし冷凍する。
（週２回）本人は、冷凍されたごはん、惣
菜を電子レンジで温める。（３回/日）即
席めんの調理は発生していない。より頻回
な状況で選択。

４「全介助」
◆以前より本人が調理等を行うことはなく、
全ての調理を家族が行っているため「全介
助」を選択。
◆半年前までは炊飯、惣菜の加熱等すべて
の調理を本人が行っていたが、受傷してか
らは立位、歩行が困難となり、夫が全て
行っているため「全介助」を選択。

３「一部介助」
◆炊飯は本人が米を洗うが、水加減が分から
ず、スイッチを入れることを忘れてしまうた
め、水加減と炊飯器のセットは娘が行ってい
る。（１日１回）。惣菜は買ってきたものを
そのまま食べるため加熱は発生していない。
「一部介助」を選択。

【記入例】

２「見守り等」
◆炊飯（１回/日）、惣菜の温め（３回/
日）は本人が行う。炊飯器のセットと電子
レンジの加熱時間は、夫が毎回確認や指示
している。

★以前からの習慣としてやっていないのか、できていたことがでできなくなったのかが
分かるように記載するのがポイントです！




